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是
は
阿
波
の
鳴
門
に
一
夏
を
送
る
僧
に
て
候
。
さ
て
も
此

浦
は
平
家
の
一
門
は
て
給
ひ
た
る
所
な
れ
ば
痛
は
し
く
存

じ
。
毎
夜
此
磯
辺
に
出
で
ゝ
御
経
を
読
み
奉
り
候
。
唯
今

も
出
で
ゝ
弔
ひ
申
さ
ば
や
と
思
ひ
候
。

磯
山
に
。
暫
し
岩
根
の
待
つ
程
に
。
〳
〵
。
誰
が
夜
舟
と

は
白
波
に
。
楫
音
ば
か
り
鳴
門
の
。
浦
静
か
な
る
今
宵
か

な
。
〳
〵
。

す
は
遠
山
寺
の
鐘
の
声
。
此
磯
近
く
聞
え
候
。

「「「「「「「「「「「

ワ
キ
詞歌

ツ
レ
サ
シ

シ
テ

ツ
レ

シ
テ

ツ
レ

シ
テ

ツ
レ

シ
テ

二
人
一
声

入
相
ご
さ
め
れ
急
が
給
へ
。

程
な
く
暮
る
ゝ
日
の
数
か
な
。

昨
日
過
ぎ
。

今
日
と
暮
れ
。

明
日
ま
た
か
く
こ
そ
有
る
べ
け
れ
。

さ
れ
ど
も
老
に
頼
ま
ぬ
は
。

身
の
行
末
の
日
数
な
り
。

い
つ
ま
で
世
を
ば
わ
た
づ
み
の
。
あ
ま
り
に
隙
も
波
小
舟
。
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何
を
頼
み
に
老
の
身
の
。

命
の
為
め
に
。

使
ふ
べ
き
。

憂
き
な
が
ら
。
心
の
少
し
慰
む
は
。
〳
〵
。
月
の
出
汐
の

海
士
小
舟
。
さ
も
面
白
き
浦
の
秋
の
気
色
か
な
。
所
は
夕

浪
の
。
鳴
門
の
沖
に
雲
つ
ゞ
く
。
淡
路
の
島
や
離
れ
得
ぬ
。

浮
世
の
業
ぞ
悲
し
き
。
〳
〵
。

暗
濤
月
を
埋
ん
で
清
光
な
し
。

「「「「「「「「「「
ツ
レ

シ
テ

二
人地

シ
テ
サ
シ

ツ
レ

二
人

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

舟
に
焚
く
海
士
の
篝
火
更
け
過
ぎ
て
。

苫
よ
り
く
ゞ
る
夜
の
雨
の
。
蘆
間
に
通
ふ
風
な
ら
で
は
。

音
す
る
物
も
波
枕
に
。
夢
か
現
か
御
経
の
声
の
。
嵐
に
つ

れ
て
聞
ゆ
る
ぞ
や
。
楫
音
を
静
め
唐
櫓
を
抑
へ
て
。
聴
聞

せ
ば
や
と
思
ひ
候
。

誰
そ
や
此
鳴
門
の
沖
に
音
す
る
は
。

泊
り
定
め
ぬ
海
士
の
釣
舟
候
ふ
よ
。

さ
も
あ
ら
ば
思
ふ
子
細
有
り
。
此
磯
近
く
寄
せ
給
へ
。
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仰
せ
に
随
ひ
さ
し
寄
せ
見
れ
ば
。

二
人
の
僧
は
巌
の
上
。

漁
の
舟
は
岸
の
陰
。

蘆
火
の
影
を
仮
初
に
。
御
経
を
開
き
読
誦
す
る
。

有
難
や
漁
す
る
。
業
は
蘆
火
と
思
ひ
し
に
。

善
き
灯
に
。

鳴
門
の
海
の
。

弘
誓
深
如
海
。
歴
劫
不
思
議
の
奇
縁
に
よ
り
て
。
五
十
展

「「「「「「「「「「「
シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

二
人

下
歌

上
歌

ワ
キ
詞

転
の
随
喜
功
徳
品
。

実
に
有
難
や
此
経
の
。
面
ぞ
闇
き
浦
風
も
。
蘆
火
の
影
を

吹
き
立
て
ゝ
。
聴
聞
す
る
ぞ
有
難
き
。

龍
女
変
成
と
聞
く
時
は
。
〳
〵
。
姥
も
頼
も
し
や
。
祖

父
は
い
ふ
に
及
ば
ず
。
願
ひ
も
三
つ
の
車
の
。
蘆
火
は
清

く
明
か
す
べ
し
。
猶
々
御
経
遊
ば
せ
。
〳
〵
。

あ
ら
嬉
し
や
候
。
火
の
光
り
に
て
心
静
か
に
御
経
を
読
み

奉
り
て
候
。
先
々
此
浦
は
。
平
家
の
一
門
果
て
給
ひ
た
る
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所
な
れ
ば
。
毎
夜
此
磯
辺
に
出
で
ゝ
御
経
を
読
み
奉
り
候
。

取
り
分
き
如
何
な
る
人
此
浦
に
て
果
て
給
ひ
て
候
ふ
ぞ
。

委
し
く
御
物
語
り
候
へ
。

仰
せ
の
如
く
或
は
討
た
れ
。
又
は
海
に
も
沈
み
給
ひ
て
候
。

中
に
も
小
宰
相
の
局
こ
そ
。
や
。
諸
共
に
御
物
語
り
候
へ
。

さ
る
程
に
平
家
の
一
門
。
馬
上
を
改
め
。
海
士
の
小
船
に

乗
り
移
り
。
月
に
棹
さ
す
時
も
あ
り
。

こ
ゝ
だ
に
も
都
の
遠
き
須
磨
の
浦
。

「「「「「「「

シ
テ
詞

ツ
レ

シ
テ
サ
シ

二
人

ツ
レ

二
人

ツ
レ

思
は
ぬ
敵
に
落
さ
れ
て
。
実
に
名
を
惜
し
む
武
士
の
。
磤

馭
盧
島
や
淡
路
潟
。
阿
波
の
鳴
門
に
着
き
に
け
り
。

さ
る
程
に
小
宰
相
の
局
乳
母
を
近
づ
け
。

如
何
に
何
と
か
思
ふ
。
我
頼
も
し
き
人
々
は
都
に
留
ま
り
。

通
盛
は
討
た
れ
ぬ
。
誰
を
頼
み
て
な
が
ら
ふ
べ
き
。
此
海

に
沈
ま
ん
と
て
。
主
従
泣
く
〳
〵
手
を
取
り
組
み
舟
端
に

臨
み
。

さ
る
に
て
も
あ
の
海
に
こ
そ
沈
ま
う
ず
ら
め
。
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沈
む
べ
き
身
の
心
に
や
。
涙
の
兼
ね
て
浮
ぶ
ら
ん
。

西
は
と
問
へ
ば
月
の
入
る
。
〳
〵
。
其
方
も
見
え
ず
大
方

の
。
春
の
夜
や
霞
む
ら
ん
。
涙
も
共
に
曇
る
ら
ん
。
乳

母
泣
く
〳
〵
取
り
付
き
て
。
此
時
の
物
思
ひ
。
君
一
人
に

限
ら
ず
。
思
し
召
し
止
り
給
へ
と
。
御
衣
の
袖
に
取
り
付

く
を
。
振
り
切
り
海
に
入
る
と
見
て
。
老
人
も
同
じ
満
汐

の
。
底
の
水
屑
と
な
り
に
け
り
。
〳
〵
。
（
中
入
）

此
八
軸
の
誓
ひ
に
て
。
〳
〵
。
一
人
も
洩
ら
さ
じ
の
。
方

「「「「「「「「「「

下
歌
地

上
歌

ワ
キ
歌

ワ
キ

後
ジ
テ

ワ
キ

シ
テ地

シ
テ

ワ
キ

便
品
を
読
誦
す
る
。

如
我
昔
所
願
。

今
者
已
満
足
。

化
一
切
衆
生
。

皆
令
入
仏
道
の
。

通
盛
夫
婦
。
御
経
に
引
か
れ
て
立
ち
帰
る
波
の
。

あ
ら
有
難
の
御
法
や
な
。

不
思
議
や
な
さ
も
な
ま
め
け
る
御
姿
の
。
波
に
浮
び
て
見
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え
給
ふ
は
。
い
か
な
る
人
に
て
ま
し
ま
す
ぞ
。

名
ば
か
り
は
ま
だ
消
え
果
て
ぬ
あ
だ
波
の
。
阿
波
の
鳴
門

に
沈
み
果
て
し
。
小
宰
相
の
局
の
幽
霊
な
り
。

今
一
人
は
甲
冑
を
帯
し
。
兵
具
い
み
じ
く
見
え
給
ふ
は
。

い
か
な
る
人
に
て
ま
し
ま
す
ぞ
。

是
は
生
田
の
森
の
合
戦
に
於
て
。
名
を
天
下
に
掲
げ
。
武

将
た
つ
し
誉
れ
を
。
越
前
の
三
位
通
盛
。
昔
を
語
ら
ん
其

為
に
。
是
ま
で
顕
は
れ
出
で
た
る
な
り
。

「「「「「「「
ツ
レ

ワ
キ

シ
テ

地
サ
シ

シ
テ地

ク
セ

そ
も
〳
〵
此
一
の
谷
と
申
す
に
前
は
海
。
上
は
嶮
し
き
鵯

越
。
ま
こ
と
に
鳥
な
ら
で
は
翔
り
難
く
獣
も
。
足
を
立
つ

べ
き
地
に
あ
ら
ず
。

唯
幾
度
も
追
手
の
陣
を
心
も
と
な
き
ぞ
と
て
。

宗
徒
の
一
門
さ
し
遣
は
さ
る
。
通
盛
も
其
随
一
た
り
し
が
。

忍
ん
で
我
陣
に
帰
り
。
小
宰
相
の
局
に
向
ひ
。

既
に
軍
。
明
日
に
き
は
ま
り
ぬ
。
痛
は
し
や
御
身
は
。
通

盛
な
ら
で
此
う
ち
に
。
頼
む
べ
き
人
な
し
。
我
と
も
か
く
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も
な
る
な
ら
ば
。
都
に
帰
り
忘
れ
ず
は
。
亡
き
跡
と
ひ
て

た
び
給
へ
。
名
残
惜
し
み
の
御
盃
。
通
盛
酌
を
取
り
。
指

す
盃
の
宵
の
間
も
。
転
寐
な
り
し
睦
言
は
。
た
と
へ
ば
唐

の
。
項
羽
高
祖
の
攻
を
受
け
。
数
行
虞
氏
が
涙
も
。
是

に
は
い
か
で
増
さ
る
べ
き
。
灯
闇
う
し
て
。
月
の
光
り
に

さ
し
向
ひ
。
語
り
慰
む
所
に
。

舎
弟
の
能
登
の
守
。

早
甲
冑
を
よ
ろ
ひ
つ
ゝ
。
通
盛
は
何
く
に
ぞ
。
な
ど
遅
な

「「「「「
シ
テ地

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

は
り
給
ふ
ぞ
と
。
呼
ば
ゝ
り
し
其
声
の
。
あ
ら
恥
か
し
や

能
登
の
守
。
我
弟
と
い
ひ
な
が
ら
。
他
人
よ
り
猶
恥
か
し

や
。
暇
申
し
て
さ
ら
ば
と
て
。
行
く
も
行
か
れ
ぬ
一
の
谷

の
。
所
か
ら
須
磨
の
山
の
。
後
髪
ぞ
引
か
る
ゝ
。

さ
る
程
に
合
戦
も
半
な
り
し
か
ば
。
但
馬
の
守
経
政
も
早

討
た
れ
ぬ
と
聞
ゆ
。

さ
て
薩
摩
の
守
忠
度
の
果
は
い
か
に
。

岡
部
の
六
弥
太
忠
澄
と
組
ん
で
討
た
れ
し
か
ば
。
あ
つ
ぱ
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れ
通
盛
も
名
あ
る
侍
も
が
な
。
討
死
せ
ん
と
待
つ
所
に
。

す
は
あ
れ
を
見
よ
好
き
敵
に
。

近
江
の
国
の
住
人
に
。
〳
〵
。
木
村
の
源
五
重
章
が
。
鞭

を
上
げ
て
駆
け
来
る
。
通
盛
少
し
も
さ
わ
が
ず
。
抜
き
設

け
た
る
太
刀
な
れ
ば
。
兜
の
真
向
ち
や
う
と
打
ち
。
返
す

太
刀
に
て
さ
し
違
へ
。
共
に
修
羅
道
の
苦
を
受
く
る
。
憐

み
を
垂
れ
給
ひ
。
よ
く
弔
ひ
て
た
び
給
へ
。

読
誦
の
声
を
聞
く
時
は
。
〳
〵
。
悪
鬼
心
を
和
ら
げ
。

「「
地地

忍
辱
慈
悲
の
姿
に
て
。
菩
薩
も
こ
ゝ
に
来
迎
す
。
成
仏
得

脱
の
。
身
と
な
り
行
く
ぞ
有
り
難
き
。
〳
〵
。
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